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公立高等学校入学者選抜の学力検査問題については、これまでも継続的に改善を図ってきたと

ころですが、今年度、小中高を一体的に捉えた児童生徒の学力や学習状況を踏まえた、エビデン

スに基づく学力向上の施策推進に向けて、義務教育段階での課題を反映したものとなるよう出題

内容の改善を図りました。 

このことを受け、「入学者選抜実施状況報告書（８月公表済み）」及び本報告書に、「学力検査問

題の分析」について、義務教育段階における学習の課題と関連付けて問題分析を示すとともに、

義務教育と高校教育における一体的な授業改善を一層推進するため、中学校における今後の授業

の在り方と高等学校における指導の在り方を示すこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学力検査問題は「義務教育段階での課題を反映した 

もの」となっていることを踏まえると、中学校におい 

ては、自校の生徒の解答状況を分析することで、自校 

の授業改善の成果をみることができます。 

また、高等学校にとっても、入学予定者の解答状況 

を分析することを通じて中学校卒業段階での資質・能 

力がどの程度身に付いているのかなどを把握し、入学 

後の学習指導に活用することができます。 

   このように、「入学者選抜学力検査問題」「中学校の 

授業」「高等学校の授業」の３つが一体となった改善を 

図っているところです。 

７ 公立高等学校入学者選抜学力検査を踏まえた

中学校・高等学校の授業の在り方 

（1）学力検査問題の改善 

（2）学力検査問題結果分析の活用 

公立高等学校

入学者選抜

学力検査問題の
改善

中学校

における

授業改善

高等学校

における

授業改善

指導領域ごとの正答

率と、学力調査等か

ら見える義務教育段

階における学習の課

題を示しています。 

学力検査問題の中か

ら、課題を踏まえた

特徴的な問題につい

て、「解答のプロセ

ス」や「解答状況」

等を詳しく分析して

います。 

学力検査問題の分析

結果と関連付けた、

中学校における授業

実践例です。 

中学校における授業

改善を踏まえた、高

等学校における学習

指導の在り方を示し

ています。 
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（１）領域別正答率 

 

（２）義務教育段階における学習の課題 

指導領域 
話すこと・ 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

我が国の言語文

化に関する事項 
全体 

平均正答率 71.7％ 51.7％ 54.1％ 86.7％ 69.1％ 

義務教育段階における学力調査から、北海道の中学生は「読むこと」、「書くこと」について、特
に文学的な文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもち、それを表現すること
に課題がみられる。 

○  傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問三 問四 （参考）問三】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
文学的な文章に表れているものの見方や考え方を捉え、それについての自分の考えを表

現する力をみる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① 問三において、現代語でまとめた図を基に、華歆と王朗の行動をそれぞれ捉える。 
② 問四において、華歆と王朗の行動を比較した上で、自分で優劣をつける。 
③ 条件に従って、一方が優れていると考えた理由を表現する。 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
第２学年〔思考力、判断力、表現力等〕 Ｃ 読むこと (1) オ 

   文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げ 
たり深めたりすること。 

２ 解答の状況と分析 
この問題の正答率は 24.4%であった（中間点は正答率に含めない）。受検者にとっては、

登場人物二人の行動に優劣をつけるために、それぞれの行動に対して自分の考えをもち、そ
れを条件に従って表現することが難しかったと考えられる。 

 

□ 国 語 

（
略
） 

正答率 24.4％ 
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(３) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、科目「言語文化」において、言語活動例として「我が国の伝統や文化について書か

れた解説や評論、随筆などを読み、我が国の言語文化について論述したり発表したりする」ことが示
されており、「作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が国の言
語文化について自分の考えをもつこと」という「読むこと」の学習活動の一層の充実が求められる。 
その際、中学校における「現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れ

たものの見方や考え方を知ること」及び「文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結
び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること」の指導事項を、高等学校における「古典の世界に
親しむために、作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解すること」及び「古典の世界に親しむ 
ために、古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについて理解す
る」の指導事項と関連付けることが考えられる。 

○ 授業づくりのポイント 
この単元では、時代の違いや個人の感じ方によって差異が出やすい「うつくしきもの」につい

て、作者と自分の「ものの見方」の比較（学習活動⑤）を行った上で、他者と自分の「ものの見
方」を比較（学習活動⑥）する活動を行った。このように、他者の考えやその根拠、考えの道筋
などを知り、共感したり疑問をもったり自分の考えと比較したりすることにより、物事に対する
新たな視点をもち、自分の考えを広げたり深めたりすることができるような学習活動の一層の
充実が求められる。 
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(１) 領域別正答率 

(２) 義務教育段階における学習の課題 

指導領域 数と式 図形 関数 データの活用 全体 

平均正答率 70.8％ 33.6％ 44.1％ 42.1％ 51.8％ 

 義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、データから読み取った内容を説明
したり、判断したりすることに課題がみられる。 

○  傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問２ 問２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 

箱ひげ図を用いて、複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断する力を
みる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① それぞれの箱ひげ図において、定められた基準値（7.5 秒）と中央値を比較する。 
② 基準値より速い人の人数を比較し、どちらの集団に基準値より速い人が多いかを判断する。

［関連する中学校学習指導要領の領域と内容］ 
第２学年 Ｄ データの活用 

   (1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる 
    よう指導する。 
    イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判 
      的に考察し判断すること。  
２ 解答の状況と分析 

この問題の正答率は 21.4％であった（ア・イ・ウは完全解答）。受検者にとっては、会話文
から判断の基準となる情報を正確に読み取ることに加え、箱ひげ図からデータの傾向を的確
に捉え、比較し、判断することが難しかったと考えられる。 

 

□ 数 学 

正答率 21.4％ 
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(３) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、日常生活や社会における具体的な問題に対して、目的に応じて複数の種類のデ

ータを収集し、適切な手法を用いて分析を行い、問題に対する結論をまとめて表現したり、さら

なる課題や活動全体の改善点を見いだしたりする統計的探究プロセスを通して、データの散らば

り具合や傾向を数値化する方法を考察する力、データの傾向を把握して事象の特徴を表現する力

を身に付けられるようにする。また、不確実な事象の起こりやすさに着目し、主張の妥当性につ

いて、実験などを通して判断したり、批判的に考察したりする力を身に付けさせる学習活動の一

層の充実が求められる。 

○ 授業づくりのポイント 
この単元では、四分位範囲や箱ひげ図を学習することで、複数の集団のデータの分布に着

目し、その傾向を比較して読み取り、批判的に考察して判断する学習場面を設定した。この
ように、日常生活や社会の事象を考察する活動を通して、解決の過程や結果を批判的に考察
し判断することや、事象を数学的に解釈し、その根拠を数学的な表現を用いて説明すること、
数学的に表現したことを事象に即して解釈する力を身に付けさせる学習活動の一層の充実が
求められる。 
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(１) 領域別正答率 

(２) 義務教育段階における学習の課題 

指導領域 地理的分野 
歴史的分野 

公民的分野 全体 
古代まで、中世、近世 近代、現代 

平均正答率 57.5％ 
41.2％ 

58.3％ 51.9％ 
39.4％ 38.8％ 

 義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には文章と図表を結び付けて必要な
情報を見付けることや、社会的な見方・考え方を働かせながら諸資料から情報を読み取ること
に課題がみられる。 

○ 傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問２ 問６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 

この問題は、1920年代と1930年代のそれぞれについて、小作争議が増加した理由を、複
数の資料から情報を読み取って説明する力をみる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① 資料５から小作料が高いことなどによって小作農の生活が困窮していたこと、資料
６から1920年代に社会運動が活性化したこと、資料７から1930年代に昭和（世界）恐
慌の影響を受けて生活の困窮が深刻化したことを、それぞれ読み取る。 

② ①の内容を整理し、それぞれを抽象化して説明する。 
［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
Ｃ 近現代の日本と世界 

   (1) 近代の日本と世界 イ(ｱ) 
     工業化の進展と政治や社会の変化、戦争に向かう時期の社会や生活の変化に着目

して、近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現すること。 
２ 解答の状況と分析 

この問題の正答率は5.3％であった（中間点は正答率に含めない）。複数の初見資料を読
み取った上で、読み取った情報（略年表中の「できごと」）を抽象化させて、「社会運動の
活性化」と表現することが難しかったと考えられる。 

 

□ 社 会 

正答率 5.3％ 

2
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(３) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 高等学校における指導の在り方 

 

 

・中学校で技能を身に付けるために行われてきた学習活動を高等学校においても継続しつつ、幅広い資

料の中から必要な資料を「選択して有効に」活用させることをより重視した指導が求められる。 

・中学校段階で生徒が身に付けた技能を繰り返し活用して習熟を図るような指導が求められる。 

 

○ 授業づくりのポイント 
  この単元では、教科書等で扱われていない初見の史資料を中心に分析、解釈、抽象化したこ
とを根拠として示し、説明したり、議論したりする活動を行った。このように、諸資料から歴
史に関わる事象についての様々な情報を効果的に収集し、読み取り、まとめる技能や、時代の
特色を多面的・多角的に考察し、表現する力を育成する学習活動の一層の充実が求められる。 

・振り返りの場面などにおいて、生徒が表現する場面を単元の中に計画的、効果的に設定し、表現力 
を育成する指導が求められる。 

・自分の考えを論理的に説明する力、他者の主張を踏まえたり取り入れたりして自分の考えを再構成 

しながら議論する力などを身に付けさせる指導を、高等学校においても継続しつつ、「資料等を適

切に用いて」根拠を基に説明したり論述したりする力を身に付けさせることを、より重視した指導

が求められる。 

①「技能」 
について 

②「表現力」
について 
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(１) 領域別正答率 

(２) 義務教育段階における学習の課題 

指導領域 
エネルギー 

（物理的領域） 

粒 子 

（化学的領域） 

生 命 

（生物的領域） 

地 球 

（地学的領域） 
全体 

平均正答率 50.1％ 58.5％ 58.9％ 53.3％ 55.2％ 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、検証計画の立案、結果の処理、考
察・推論などの探究の過程において、科学的な知識・技能を活用することについて課題が見られる。 

○ 傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問４ 問２⑴】 

 
 

 

 

 

 

 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
この問題は、並列つなぎにおける回路全体の電流と電圧に関する規則性について理解

したことをもとに、グラフを作成する力をみる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① 図３の回路が並列つなぎであることを判断する。 
② 「抵抗を並列につないだ回路について、分岐点のある回路では流入する電流の和と流 

出する電流の和が等しく、それぞれの抵抗の両端の電圧は等しい」という知識と「金属 
線に加える電圧と流れる電流の大きさを調べた測定値をグラフ化する」という技能を 
用いて、図２の各電圧において電熱線ａ、ｂを流れる電流の和となるグラフを解答用紙 
にかく。（または、図２から、「オームの法則」と「並列つなぎの合成抵抗」の知識を活 
用して、電熱線ａ、ｂの抵抗の値から並列つなぎの合成抵抗を求め、回路全体の電流と 
電圧のグラフを解答用紙にかいてもよい。） 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
  第２学年 第１分野 

(3) 電流とその利用 
     電流とその利用についての観察、実験などを通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
イ 電流、磁界に関する現象について、見通しをもって解決する方法を立案して観
察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働き、静電
気、電流と磁界の規則性や関係性を見いだして表現すること。 

２ 解答の状況と分析 
この問題の正答率は 23.6％であった。金属線に加える電圧と流れる電流の大きさを調べ、 

測定値をグラフ化する技能について、平成 25 年の大問５問１⑵で出題し、正答率は 45.3％
であった。この技能に加えて、この問題では抵抗を並列につないだ回路についての知識も問
われたことから、さらに正答率が下がったと考えられる。したがって、複数の知識・技能を
関連付け、規則性や関係性を見いだして表現することが難しかったと考えられる。 

 

□ 理 科 

正答率 23.6％ 
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(３) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、電気抵抗に関する実験などを行い、同じ物質から成る導体でも長さや断面積によっ

て電気抵抗が異なることを理解する活動を通して、規則性、関係性、特徴などを見いだして表現する

力を育成する学習活動の一層の充実が求められる。その際、「抵抗の直列つなぎは金属線が長くなるこ

とと同じであること」、「抵抗の並列つなぎは金属線が太くなることと同じであること」のように、中

学校における抵抗の直列つなぎや並列つなぎの学習内容を、高等学校における導体の長さや断面積の

学習内容と関連付けて指導することが考えられる。 

○ 授業づくりのポイント 
この単元では、金属線に加わる電圧と電流を測定する実験を行い、電圧と電流の関係や、

金属線には電気抵抗があることを理解する活動を通して、規則性や関係性を見いだして表
現する力を身に付けさせることができる学習活動を行った。 
特に、第三次の場面では、二つの抵抗を直列や並列につないだ場合について、合成抵抗

とそれぞれの抵抗との関係式を知識として理解させるだけでなく、第一次と第二次で学習
した知識・技能を活用し、回路全体の電流と電圧を測定したグラフをそれぞれの抵抗の電
流と電圧を測定したグラフと関連付けて、どのような規則性や関係性があるかを見いだし
て理解させることが大切である。 
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(１) 領域別正答率 

(２) 義務教育段階における学習の課題 

 

○ 傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問３のＡ 問２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
この問題は、ホテルからスタジアムへの行き方について、案内図から読み取れる情報 

を活用して、事実や自分の考えなどを表現する力をみる問題である。 
［解答までのプロセス］ 
① 案内されている交通手段のそれぞれの利点や特徴を読み取った上で、自分が選ぶ交 
通手段を判断し、その理由を考える。 

② ①をもとに、本文の内容や言い回しを活用して１文で表現する。 
［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
２ 内容 【思考力、判断力、表現力等】 

日常的な話題や社会的な話題について、英語を聞いたり読んだりして得られた情報
や表現を、選択したり抽出したりするなどして活用し、話したり書いたりして事実や自
分の考え、気持ちなどを表現すること。 

２ 解答の状況と分析 
この問題の正答率は 20％であった。解答に際し本文を活用するに当たっては、本文中の

英語を単に書き写すのではなく、自分の考えを適切に表現するため、語句と語句をつなげた
り、内容を言い換えたりする必要があり、語彙や表現、文法などを目的に応じて活用するこ
とに課題があったと考えられる。 

 

指導領域 聞くこと 
話すこと 

（「やり取り」及び「発表」） 
読むこと 書くこと 全体 

平均正答率 62.１％ － 46.6％ 39.5％ 53.2％ 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、コミュニケーションを行う目的や
場面、状況等に応じて、文章の概要や要点を捉えることや、基本的な語や文法事項等を活用するこ
とに課題がみられる。 

正答率 20.0％ 
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□ 英 語 
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(３) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、統合的な言語活動の中で、聞いたり読んだりして得られた情報や表現を整理・吟味し、

どの情報を取り上げるのか、また、どの表現が話したり書いたりする上で活用できるかについて考えさ

せるとともに、自らの情報や考えについて、相手の状況や場面に応じた適切な表現形式などに留意して

発信する力を育成する学習活動の一層の充実が求められる。 

○ 授業づくりのポイント 

  この単元では、姉妹校の生徒が作った町の名所紹介のポスターを見て、自分の行きたい場所に

ついて伝えるメールを書く活動を行った。このように、英語を読んで得られた情報を基に、自分

の考えを書いて伝える力を身に付けさせるような学習活動の一層の充実が求められる。 


